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The social welfare in OSAKA

5月は孤独・孤立対策強化月間です

高
い
志
を
持
つ
と
い
う

の
は
難
し
い
も
の
だ
。

持
つ
こ
と
だ
け
な
ら
で

き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
実
現

し
、
継
続
す
る
の
は
難
し
い
。
現

実
的
な
お
金
の
問
題
や
社
会
の
流

れ
も
あ
る
▼
40
年
ほ
ど
前
、
上
本

町
に
「
木
馬
館
」
と
い
う
子
ど
も

の
本
の
専
門
店
が
あ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
が
本
好
き
に
な
る
よ
う
に

と
、
質
の
高
い
子
ど
も
の
本
を
選

ん
で
店
頭
に
並
べ
た
、
珍
し
い
本

屋
さ
ん
だ
っ
た
▼
子
ど
も
の
た
め

と
い
う
よ
り
、
大
学
の
卒
論
に
児

童
文
学
を
選
ん
だ
自
分
自
身
の
た

め
に
よ
く
立
ち
寄
っ
て
い
た
が
、
あ

る
時
突
然
に
店
が
な
く
な
っ
た
。

町
の
本
屋
さ
ん
が
次
々
と
店
じ
ま

い
し
て
い
く
と
い
う
、
現
実
の
さ

き
が
け
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
▼

そ
れ
が
40
年
も
た
っ
て
、
「
高
い

志
」
の
一
つ
の
象
徴
と
し
て
こ
の
木

馬
館
の
話
を
し
た
こ
と
が
、
元
経

営
者
の
夫
人
の
耳
に
入
り
、
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
。
当
時
幼
稚
園
児

だ
っ
た
私
の
子
ど
も
た
ち
も
社
会

人
に
な
り
、
本
好
き
の
孫
を
育
て

て
い
る
な
ど
、
あ
の
本
、
こ
の
本
の

懐
か
し
い
昔
話
の
後
で
夫
人
の
一

言
。
「
主
人
が
喜
び
ま
す
」
▼
40
年

前
の
挫
折
を
今
も
悔
し
い
思
い
で

お
ら
れ
る
の
だ
と
か
。
そ
の
志
を

評
価
し
て
く
れ
る
人
が
い
た
こ
と

が
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
▼
と

こ
ろ
で
、
私
自
身
は
高
い
志
を

も
っ
て
人
生
を
歩
ん
で
き
た
だ
ろ

う
か
と
、
ふ
と
後
悔
が
頭
の
隅
を

よ
ぎ
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
石
）

　民生委員・児童委員は、困った時の身近な相談相手として、
地域の方々の生活に寄り添い、笑顔、安全安心のために、それ
ぞれの地域において関係機関とも連携し、見守り活動など、さ
まざまな取組みをおこなっています。
　全国民生委員児童委員連合会は、5月12日から18日を「民
生委員・児童委員の日活動強化週間」とし、全国23万人の民
生委員・児童委員が一斉にさまざまなPR活動等を展開するこ
とにより、地域住民や関係団体などに、その活動や存在につい
て、一層の理解促進を図り、委員活動の充実につなげていくこ
とをめざしています。
　市内各区民生委員児童
委員協議会においても、の
ぼり旗や懸垂幕の掲出、
PRグッズの配布、ポスター
掲示等の啓発活動をおこ
なっています。 ▲民生委員・児童委員PRポスター

　孤独・孤立の問題が広がり、社会全体での解決に向けた取組みが求められているなか、国の「孤独・
孤立対策官民プラットフォーム」を中心に、孤独・孤立についての理解・意識や機運を社会全体で
高めていくため、毎年5月を強化月間として集中的に取組みを呼びかけることとなりました。
　市・区社協では、身近な地域における見守り活動や居場所づくり、各種相談支援事業を通して、
孤独・孤立の予防や解消に向けた取組みをすすめています。
　市・区社協としてもこの取組みに賛同し、強化月間を契機として、孤独・孤立対策の取組みを一層
推進していきます。

https：//www.notalone-cas.go.jp/category/monthly/
全国キャンペーンに関する情報はこちらから
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第1回　長居公園通りごちゃまぜスポーツ大会
～災害時に活かすつながりづくり～
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2024年5月
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日

信頼される職員をめざして、一生懸命がんばりますので、よろしくお願いします！

全国キャンペーン

82024年（令和6年）5月1 大阪の社会福祉　第828号（毎月1回発行） 「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



　
1
月
1
日
に
発
生
し
た
「
令
和
6

年
能
登
半
島
地
震
」
で
被
害
を
受
け

た
石
川
県
内
の
市
町
村
社
協
で
は
被

災
さ
れ
た
方
々
が
元
の
生
活
を一日
で

も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害

V
C
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。被
災
者
・

被
災
地
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
多
数
駆

け
つ
け
て
お
り
、
被
災
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
で
、

現
在
把
握
し
て
い
る
内
容
と
し
て
は

人
的
被
害
1
5
5
5
人
、
住
宅
被
害

で
は
11
万
9
3
8
7
棟
（
令
和
6
年

4
月
26
日
消
防
庁
情
報
）
と
な
って

い
ま
す
。

　
大
阪
市
・
区
社
協
で
は
石
川
県
七

尾
市
へ
2
月
17
日
か
ら
現
在
（
5
月

時
点
）
も
継
続
し
て
、
近
畿
ブ
ロッ
ク

の
社
協
職
員
と
と
も
に
七
尾
市
災
害

V
C
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
石
川
県
七
尾
市
で
は
、
3
月
24
日

か
ら
市
内
の
野
球
場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

テ
ン
ト
村
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

テ
ン
ト
村
は
、
西
日
本
豪
雨
の
際
に

受
け
た
支
援
の
恩
返
し
を
し
た
い
と

岡
山
県
総
社
市
が
中
心
に
な
り
、

N
P
O
法
人
な
ど
と
連
携
し
て
設
営

さ
れ
ま
し
た
。
被
害
が
大
き
く
宿
泊

場
所
の
確
保
が
難
し
い
な
か
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
時
間
を
で
き
る
限
り

確
保
す
る
た
め
に
運
営
さ
れ
る
こ
の
テ

ン
ト
村
は
、
5
月
末
ま
で
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

第19クール：4月5日～11日
大阪市社会福祉
研修・情報センター
寺西 綾香

　みなさまのあたたかいご支援、ご協力をお願い
いたします。

※詳細については
　大阪市社協 総務課 06-6765-5601まで

金

　
大
阪
市・区
社
協
か
ら
の
職
員
も
、

現
地
の
社
協
職
員
と
と
も
に
災
害

V
C
を
運
営
し
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に

寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

第
15
〜
17
、19
ク
ー
ル
と
し
て
派
遣
し

た
職
員
が
現
地
で
の
活
動
で
感
じ
た

こ
と
を
掲
載
し
ま
す
。（
過
去
の
掲
載

は
令
和
6
年
3・4
月
号
を
参
照
）

「こどもが春から小学生になるので、それまでに自宅を
住める状態にしたい」等、復興に願いを込めたさまざまな
相談が、災害VCに寄せられました。
　私が携わったクールは、ボランティア受入人数が1日
あたり100人から140人に拡大するタイミングで、ボ
ランティアを受付してから活動先へ送り出すまでの動
線やレイアウトの再検討・再構築が一つのミッションで
した。
　これからライフラインが復旧され、ボランティア受入
人数がさらに拡大していくことを期待しています。一人
ひとりの暮らしが再建されることを願い、関心を持ち続
けるとともに、積極的に広げていきたいと思います。

　私は車両班の担当となり、活動場所に移動するため
の送迎車や災害廃棄物を運搬するトラックの調整をし
ました。臨機応変に対応する場面が多かったですが、
職員が協力しあい、またボランティアの方にも助けら
れながら取り組みました。
　印象に残った言葉で「泥をみないで人を見る」とい
うものがあります。被災されたご自宅を淡々と片付け
るだけではなく、ご本人に寄り添うことが大切という
ことを職員やボランティアの方が常に胸に置いておく
重要性を感じました。

　私の派遣クールでの課題は、新たに開設された七
尾市ボランティアテント村からのボランティア受入開
始に伴う災害VCの動線やレイアウト・全体集約、
ニーズとボランティアのマッチングバランス調整、支
援ニーズ追加調整、運営手順の抜本的見直し等でし
た。求められたのはチーム一丸での柔軟かつ臨機応
変な発想・判断・対応で、七尾市社協や派遣メンバー
と試行錯誤を幾度も重ね、ボランティアからも叱咤激
励を多々いただきました。災害VC全体の被災地・被
災者への熱い想いを五感で感じながら運営の道筋を
模索した濃密な時間を今後に活かしたいと思います。

被災地の支援ニーズは、災害の種類そ
の時々によって変化するため、災害ボ

ランティアの活動内容もさまざまです。まず
は、被災地の状況やボランティア受入れ等を
確認する必要があるため、現地の社協等から
正確な情報を収集することが大切です。

　私は主に現地調査を担当しました。そのなかで、ニーズ依頼者の要望に応
えることとボランティアの安全を確保することの双方が重要だと学びまし
た。短い期間の支援で心残りはありますが、地元の方々や七尾市社協、近畿
ブロック、行政等と協力して災害VCの運営支援をおこなえたことは、人生の
財産となりました。
　「地元主体だから地元の判断に任す」のではなく、「地元の方に寄り添い
ながら、ともに同じ方向を向いてともに考える」ことが必要だと感じました。

第17クール：3月28日～4月3日
住之江区社会福祉協議会
地域支援担当
西田　樹

第15クール：3月20日～26日
東成区社会福祉協議会
子ども・子育てプラザ
マネージャー
島岡 繁希

第16クール：3月24日～30日
住吉区社会福祉協議会
第1層生活支援
コーディネーター
西川 雅也

災害ボランティアセンターについて

Q
A

災害ボランティアに参加するには、まず何をする？

●支援依頼
●困っていることを相談

●被災状況や支援ニーズの調査
●ボランティアを派遣し、生活再建をめざす

●ボランティア登録

被災住民
災害ボランティア

センター ボランティア

   

　
大
阪
府
・
和
歌
山
県
を
範
囲
と
す

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
5-

B
地
区
の
主
催
に
よ
り
、

4
月
13
日
午
前
10
時
〜
午
後
6

時
、
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル 

ワ
ン
ダ
ー
ス

ク
エ
ア
で
「
関
西
か
ら
能
登
へ
」
を

テ
ー
マ
に
、
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5-

B
地
区

が
能
登
半
島
地
震
の
復
興
に
向
け
て

支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、取
り

組
ん
だ
も
の
で
す
。

　
各
種
ア
ト
ラ
ク
ション
や
展
示
等
を

通
し
て
、
参
加
者
が
被
災
地
につ
い
て

知
り
、
自
分
や
家
族
、
大
切
な
人
を

守
る
た
め
の
防
災
に
つ
い
て
身
近
に
感

じ
、
ま
た
、
い
ま
自
分
た
ち
が
被
災

地
に
「
で
き
る
範
囲
で
、で
き
る
こ
と
」

を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
市
社
協
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●情報発信
●マッチング依頼
●協働のネットワークづくり

国
際
協
会
3
3
5-

B
地
区
と
平
成

31
年
に
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
日
は

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
能
登
半
島
地
震

義
援
金
の
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
は
復
興

支
援
の
た
め
の
義

援
金
と
し
て
被
災

地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続

き
、
各
種
関
係
団

体
等
と
連
携
し

て
、
被
災
地
支
援

の
取
組
み
を
協
働

し
て
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

▲七尾市内の様子（3月22日）

▲大阪市社協HP

▲バディコム（スマホとインターネット通信でできる
無線機のようなもの）の説明（3月20日）

▲市社協もブースを出し、被災地への支援状況の展示
と被災地支援のための募金を呼びかけました

▲開催にあたって西尾良典地区ガ
バナーからあいさつ

▲被災者宅へ訪問した時の様子

被
災
者
の
思
い
を
一
心
に
！

七
尾
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
運
営
支
援

ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ

令
和
6
年

能
登
半
島
地
震

3

関
係
団
体
と
の
被
災
地
支
援
の
取
組
み

3 大阪の社会福祉　第828号（毎月1回発行） 22024年（令和6年）5月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。
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3
月
24
日

か
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内
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ボ
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ィ
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テ
ン
ト
村
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

テ
ン
ト
村
は
、
西
日
本
豪
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の
際
に

受
け
た
支
援
の
恩
返
し
を
し
た
い
と

岡
山
県
総
社
市
が
中
心
に
な
り
、

N
P
O
法
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な
ど
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て
設
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ま
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た
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害
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く
宿
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大阪市社会福祉
研修・情報センター
寺西 綾香

　みなさまのあたたかいご支援、ご協力をお願い
いたします。

※詳細については
　大阪市社協 総務課 06-6765-5601まで

金

　
大
阪
市・区
社
協
か
ら
の
職
員
も
、

現
地
の
社
協
職
員
と
と
も
に
災
害

V
C
を
運
営
し
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に

寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

第
15
〜
17
、19
ク
ー
ル
と
し
て
派
遣
し

た
職
員
が
現
地
で
の
活
動
で
感
じ
た

こ
と
を
掲
載
し
ま
す
。（
過
去
の
掲
載

は
令
和
6
年
3・4
月
号
を
参
照
）

「こどもが春から小学生になるので、それまでに自宅を
住める状態にしたい」等、復興に願いを込めたさまざまな
相談が、災害VCに寄せられました。
　私が携わったクールは、ボランティア受入人数が1日
あたり100人から140人に拡大するタイミングで、ボ
ランティアを受付してから活動先へ送り出すまでの動
線やレイアウトの再検討・再構築が一つのミッションで
した。
　これからライフラインが復旧され、ボランティア受入
人数がさらに拡大していくことを期待しています。一人
ひとりの暮らしが再建されることを願い、関心を持ち続
けるとともに、積極的に広げていきたいと思います。

　私は車両班の担当となり、活動場所に移動するため
の送迎車や災害廃棄物を運搬するトラックの調整をし
ました。臨機応変に対応する場面が多かったですが、
職員が協力しあい、またボランティアの方にも助けら
れながら取り組みました。
　印象に残った言葉で「泥をみないで人を見る」とい
うものがあります。被災されたご自宅を淡々と片付け
るだけではなく、ご本人に寄り添うことが大切という
ことを職員やボランティアの方が常に胸に置いておく
重要性を感じました。

　私の派遣クールでの課題は、新たに開設された七
尾市ボランティアテント村からのボランティア受入開
始に伴う災害VCの動線やレイアウト・全体集約、
ニーズとボランティアのマッチングバランス調整、支
援ニーズ追加調整、運営手順の抜本的見直し等でし
た。求められたのはチーム一丸での柔軟かつ臨機応
変な発想・判断・対応で、七尾市社協や派遣メンバー
と試行錯誤を幾度も重ね、ボランティアからも叱咤激
励を多々いただきました。災害VC全体の被災地・被
災者への熱い想いを五感で感じながら運営の道筋を
模索した濃密な時間を今後に活かしたいと思います。

被災地の支援ニーズは、災害の種類そ
の時々によって変化するため、災害ボ

ランティアの活動内容もさまざまです。まず
は、被災地の状況やボランティア受入れ等を
確認する必要があるため、現地の社協等から
正確な情報を収集することが大切です。

　私は主に現地調査を担当しました。そのなかで、ニーズ依頼者の要望に応
えることとボランティアの安全を確保することの双方が重要だと学びまし
た。短い期間の支援で心残りはありますが、地元の方々や七尾市社協、近畿
ブロック、行政等と協力して災害VCの運営支援をおこなえたことは、人生の
財産となりました。
　「地元主体だから地元の判断に任す」のではなく、「地元の方に寄り添い
ながら、ともに同じ方向を向いてともに考える」ことが必要だと感じました。

第17クール：3月28日～4月3日
住之江区社会福祉協議会
地域支援担当
西田　樹

第15クール：3月20日～26日
東成区社会福祉協議会
子ども・子育てプラザ
マネージャー
島岡 繁希

第16クール：3月24日～30日
住吉区社会福祉協議会
第1層生活支援
コーディネーター
西川 雅也

災害ボランティアセンターについて

Q
A

災害ボランティアに参加するには、まず何をする？

●支援依頼
●困っていることを相談

●被災状況や支援ニーズの調査
●ボランティアを派遣し、生活再建をめざす

●ボランティア登録

被災住民
災害ボランティア

センター ボランティア

   

　
大
阪
府
・
和
歌
山
県
を
範
囲
と
す

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
5-

B
地
区
の
主
催
に
よ
り
、

4
月
13
日
午
前
10
時
〜
午
後
6

時
、
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル 

ワ
ン
ダ
ー
ス

ク
エ
ア
で
「
関
西
か
ら
能
登
へ
」
を

テ
ー
マ
に
、
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5-

B
地
区

が
能
登
半
島
地
震
の
復
興
に
向
け
て

支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、取
り

組
ん
だ
も
の
で
す
。

　
各
種
ア
ト
ラ
ク
ション
や
展
示
等
を

通
し
て
、
参
加
者
が
被
災
地
につ
い
て

知
り
、
自
分
や
家
族
、
大
切
な
人
を

守
る
た
め
の
防
災
に
つ
い
て
身
近
に
感

じ
、
ま
た
、
い
ま
自
分
た
ち
が
被
災

地
に
「
で
き
る
範
囲
で
、で
き
る
こ
と
」

を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
市
社
協
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●情報発信
●マッチング依頼
●協働のネットワークづくり

国
際
協
会
3
3
5-

B
地
区
と
平
成

31
年
に
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
日
は

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
能
登
半
島
地
震

義
援
金
の
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
は
復
興

支
援
の
た
め
の
義

援
金
と
し
て
被
災

地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続

き
、
各
種
関
係
団

体
等
と
連
携
し

て
、
被
災
地
支
援

の
取
組
み
を
協
働

し
て
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

▲七尾市内の様子（3月22日）

▲大阪市社協HP

▲バディコム（スマホとインターネット通信でできる
無線機のようなもの）の説明（3月20日）

▲市社協もブースを出し、被災地への支援状況の展示
と被災地支援のための募金を呼びかけました

▲開催にあたって西尾良典地区ガ
バナーからあいさつ

▲被災者宅へ訪問した時の様子

被
災
者
の
思
い
を
一
心
に
！

七
尾
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
運
営
支
援

ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ

令
和
6
年

能
登
半
島
地
震

3

関
係
団
体
と
の
被
災
地
支
援
の
取
組
み

3 大阪の社会福祉　第828号（毎月1回発行） 22024年（令和6年）5月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



大阪市地域福祉基本計画
（大阪市）

区社協の取組み 市社協の取組み

大阪市地域福祉活動推進計画
（市社協）

行政施策を通じた
地域福祉の推進

■大阪市における地域福祉基本計画と
　地域福祉活動推進計画について

■市・区社協として実践する具体的項目

■2つの基本目標と「参加支援」の関係性

■社会参加（参加支援）に関する整理

相互に理念・方向性を共有し
それぞれ令和6～8年度の3年間を計画期間として、連携・協働

多様な民間活動の連携・協働
による地域福祉の推進

　
市
社
協
は
、
令
和
6
年
3
月
に
、
第
3
期 

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
計

画
（
令
和
6
〜
8
年
度
／
略
称
：
第
3
期
推
進
計
画
）
を
策
定
し
、
4
月
か
ら

計
画
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
計
画
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
す
。

つ
の
支
援
を
ふ
ま
え
て
設
定
し
て
お

り
、
な
か
で
も
「
参
加
支
援
」
を
重

点
推
進
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
期
推
進
計
画
に
お
け
る
「
参

加
支
援
」
は
、
国
が
示
す
参
加
支
援

事
業
よ
り
も
広
く
捉
え
て
お
り
、
何

ら
か
の
生
活
課
題
を
抱
え
た
「
当
事

者
の
社
会
参
加
」
と
と
も
に
、
幅
広

い
世
代
の
す
べ
て
の
住
民
を
捉
え
て

「
誰
も
が
社
会
参
加
」
を
め
ざ
す
も

の
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
縦
軸

と
し
、
横
軸
に
は
「
場
へ
の
参
加
」

と
「
担
い
手
と
し
て
の
参
画
」
と
い

う
関
わ
り
方
の
幅
を
表
し
た
四
象
限

の
図
を
計
画
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
場
面
に
よ

り
、「
ま
ず
は
場
に
参
加
し
、
少
し

ず
つ
で
き
る
部
分
か
ら
担
い
手
に
」

あ
る
い
は
「
担
い
手
と
し
て
の
活
動

が
難
し
く
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り

場
に
参
加
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
い
う
関
わ
り
な
ど
、
日
頃
の
取
組

み
を
ふ
り
か
え
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
の
社
会
参
加
の
促
進
・
支
援
を
考

え
、
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
し
て
こ

の
図
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
第
3
章
で
ま
と
め
た
地
域
福
祉

活
動
の
目
標
や
推
進
項
目
の
実
現
に

向
け
て
、
第
4
章
で
は
「
大
阪
市
社

協
・
区
社
協
の
取
組
み
方
針
」
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
3
年
間
、
市
全
体
で

重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
に
沿
っ
て
、
区
ご
と
の

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪

市
地
域
福
祉
活
動
推
進
委
員
会
で

の
検
討
の
ほ
か
、
区
社
協
職
員
・
学

識
経
験
者
で
構
成
す
る
策
定
会
議

や
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
集
約
を
実
施
し

た
ほ
か
、
地
域
福
祉
活
動
に
関
す
る

各
種
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
反
映
し

ま
し
た
。

　
次
月
号
も
引
き
続
き
本
計
画
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
状
・
課
題
を
ふ
ま
え
て
効
果
的
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
市
・
区
社
協
で

は
項
目
ご
と
に
中
期
目
標
や
取
組
み

内
容
を
ま
と
め
た
「
実
行
計
画
」
を

定
め
、
年
度
単
位
の
事
業
計
画
と
連

動
し
て
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
数
値
に
よ
る

評
価
指
標
を
設
定
し
、
項
目
ご
と
に

市
全
体
の
状
況
を
進
捗
確
認
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
全
4
章
の
う
ち
、
第
1
章
は
「
計

画
の
位
置
付
け
」、
第
2
章
は
「
大

阪
市
の
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
状

況
」
を
整
理
し
た
う
え
で
、
第
3
章

で
「
地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
基
本

理
念
と
基
本
目
標
」
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
計
画
の
基
本
理
念
は
、「
つ
な
が

り
・
支
え
合
う
こ
と
が

で
き
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
」と
し
、

「
人
権
尊
重
・
権
利
擁

護
支
援
の
推
進
」「
災

害
へ
の
備
え
」
を
推
進

に
あ
た
っ
て
の
大
切
な

視
点
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
基
本
目
標
は
、
つ
な

が
り
を
つ
く
る
「
地
域

づ
く
り
」
と
、
暮
ら
し

を
支
え
る
「
相
談
支

援
」の
2
つ
を
設
定
し
、

そ
の
重
な
る
部
分
に

双
方
か
ら
の
「
参
加
支

援
」
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
国

が
新
た
に
創
設
し
た

「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」
に
お
け
る
3

　「
地
域
福
祉
活
動
推
進
計
画
」
は
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

活
動
主
体
が
連
携
・
協
働
し
て
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
目
標
や
方

向
性
を
示
す
、
民
間
の
活
動
・
行
動

計
画
で
す
。

　
一
方
、
大
阪
市
は
行
政
計
画
と
し

て
「
地
域
福
祉
基
本
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
両
計
画
は
と
も
に
令

⑴ 見守り活動の推進
⑵ 居場所づくりの推進
⑶ 地域での話し合う場づくりの支援

⑴ ボランティア・市民活動、福祉教育の推進
⑵ こどもの居場所（こども食堂や学習の場、遊びの場等）の立上げ・継続の支援
⑶ 社会福祉施設による地域における公益的な活動の推進

⑴ 複合的な課題を抱えた人を支える相談支援体制の強化
⑵ 生活のしづらさを抱える人を支える取組み
⑶ 権利擁護支援の推進

住民・関係機関との協働による災害時に備えた体制づくり

1 小地域福祉活動の支援 1 地域福祉活動の推進に向けた支援

2 市ボランティア・市民活動
センターによる取組み

3 地域こども支援
ネットワーク事業の推進

4 社会福祉施設の公益的な取組みの
推進・支援

5 総合相談支援体制の
強化に向けた取組み

7 市社協・区社協による
一体的な災害に備えた取組み

6 権利擁護支援の推進

2 参画・協働による地域づくり・場づくり

3 生活課題・福祉課題への対応

4 防災・災害への備え

広
域
で
の
取
組
み
の
推
進

区
社
協
活
動
の
支
援

当事者が役割を持ち、
活躍できる機会づくり

生活上の課題を抱える当事者の
居場所等への参加の支援

地域福祉活動の
担い手の拡大

地域福祉活動への
住民の参加促進

課題を抱える当事者
（当事者の社会参加）

幅広い世代のすべての住民
（誰もが社会参加）

担い手
としての参画

（持ち場・役割がある）

場への参加
（居場所がある） 和

６
年
度
か
ら
第
３
期
を
迎
え
て
お

り
、
相
互
に
理
念
・
方
向
性
を
共
有

し
、
連
携
し

て
地
域
福

祉
を
す
す

め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い

ま
す
。

▲策定会議（令和6年1月）

第
３
期 

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
計
画 

①

市社協

▼推進計画
はこちらか
らご覧いた
だけます

社
会
情
勢
の
変
化
を

ふ
ま
え
て
策
定

「
地
域
福
祉
活
動

推
進
計
画
」と
は

改
め
て「
参
加
支
援
」

を
考
え
る

地域づくり 相談支援参加支援

区
ご
と
・
項
目
ご
と
に

目
標
を
設
定

つながりをつくる 暮らしを支える

（市社協発行物・
　令和5年度）

5 大阪の社会福祉　第828号（毎月1回発行） 42024年（令和6年）5月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



大阪市地域福祉基本計画
（大阪市）

区社協の取組み 市社協の取組み

大阪市地域福祉活動推進計画
（市社協）

行政施策を通じた
地域福祉の推進

■大阪市における地域福祉基本計画と
　地域福祉活動推進計画について

■市・区社協として実践する具体的項目

■2つの基本目標と「参加支援」の関係性

■社会参加（参加支援）に関する整理

相互に理念・方向性を共有し
それぞれ令和6～8年度の3年間を計画期間として、連携・協働

多様な民間活動の連携・協働
による地域福祉の推進

　
市
社
協
は
、
令
和
6
年
3
月
に
、
第
3
期 

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
計

画
（
令
和
6
〜
8
年
度
／
略
称
：
第
3
期
推
進
計
画
）
を
策
定
し
、
4
月
か
ら

計
画
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
計
画
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
す
。

つ
の
支
援
を
ふ
ま
え
て
設
定
し
て
お

り
、
な
か
で
も
「
参
加
支
援
」
を
重

点
推
進
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
期
推
進
計
画
に
お
け
る
「
参

加
支
援
」
は
、
国
が
示
す
参
加
支
援

事
業
よ
り
も
広
く
捉
え
て
お
り
、
何

ら
か
の
生
活
課
題
を
抱
え
た
「
当
事

者
の
社
会
参
加
」
と
と
も
に
、
幅
広

い
世
代
の
す
べ
て
の
住
民
を
捉
え
て

「
誰
も
が
社
会
参
加
」
を
め
ざ
す
も

の
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
縦
軸

と
し
、
横
軸
に
は
「
場
へ
の
参
加
」

と
「
担
い
手
と
し
て
の
参
画
」
と
い

う
関
わ
り
方
の
幅
を
表
し
た
四
象
限

の
図
を
計
画
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
場
面
に
よ

り
、「
ま
ず
は
場
に
参
加
し
、
少
し

ず
つ
で
き
る
部
分
か
ら
担
い
手
に
」

あ
る
い
は
「
担
い
手
と
し
て
の
活
動

が
難
し
く
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り

場
に
参
加
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
い
う
関
わ
り
な
ど
、
日
頃
の
取
組

み
を
ふ
り
か
え
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
の
社
会
参
加
の
促
進
・
支
援
を
考

え
、
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
し
て
こ

の
図
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
第
3
章
で
ま
と
め
た
地
域
福
祉

活
動
の
目
標
や
推
進
項
目
の
実
現
に

向
け
て
、
第
4
章
で
は
「
大
阪
市
社

協
・
区
社
協
の
取
組
み
方
針
」
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
3
年
間
、
市
全
体
で

重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
に
沿
っ
て
、
区
ご
と
の

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪

市
地
域
福
祉
活
動
推
進
委
員
会
で

の
検
討
の
ほ
か
、
区
社
協
職
員
・
学

識
経
験
者
で
構
成
す
る
策
定
会
議

や
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
集
約
を
実
施
し

た
ほ
か
、
地
域
福
祉
活
動
に
関
す
る

各
種
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
反
映
し

ま
し
た
。

　
次
月
号
も
引
き
続
き
本
計
画
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
状
・
課
題
を
ふ
ま
え
て
効
果
的
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
市
・
区
社
協
で

は
項
目
ご
と
に
中
期
目
標
や
取
組
み

内
容
を
ま
と
め
た
「
実
行
計
画
」
を

定
め
、
年
度
単
位
の
事
業
計
画
と
連

動
し
て
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
数
値
に
よ
る

評
価
指
標
を
設
定
し
、
項
目
ご
と
に

市
全
体
の
状
況
を
進
捗
確
認
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
全
4
章
の
う
ち
、
第
1
章
は
「
計

画
の
位
置
付
け
」、
第
2
章
は
「
大

阪
市
の
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
状

況
」
を
整
理
し
た
う
え
で
、
第
3
章

で
「
地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
基
本

理
念
と
基
本
目
標
」
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
計
画
の
基
本
理
念
は
、「
つ
な
が

り
・
支
え
合
う
こ
と
が

で
き
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
」と
し
、

「
人
権
尊
重
・
権
利
擁

護
支
援
の
推
進
」「
災

害
へ
の
備
え
」
を
推
進

に
あ
た
っ
て
の
大
切
な

視
点
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
基
本
目
標
は
、
つ
な

が
り
を
つ
く
る
「
地
域

づ
く
り
」
と
、
暮
ら
し

を
支
え
る
「
相
談
支

援
」の
2
つ
を
設
定
し
、

そ
の
重
な
る
部
分
に

双
方
か
ら
の
「
参
加
支

援
」
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
国

が
新
た
に
創
設
し
た

「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」
に
お
け
る
3

　「
地
域
福
祉
活
動
推
進
計
画
」
は
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

活
動
主
体
が
連
携
・
協
働
し
て
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
目
標
や
方

向
性
を
示
す
、
民
間
の
活
動
・
行
動

計
画
で
す
。

　
一
方
、
大
阪
市
は
行
政
計
画
と
し

て
「
地
域
福
祉
基
本
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
両
計
画
は
と
も
に
令

⑴ 見守り活動の推進
⑵ 居場所づくりの推進
⑶ 地域での話し合う場づくりの支援

⑴ ボランティア・市民活動、福祉教育の推進
⑵ こどもの居場所（こども食堂や学習の場、遊びの場等）の立上げ・継続の支援
⑶ 社会福祉施設による地域における公益的な活動の推進

⑴ 複合的な課題を抱えた人を支える相談支援体制の強化
⑵ 生活のしづらさを抱える人を支える取組み
⑶ 権利擁護支援の推進

住民・関係機関との協働による災害時に備えた体制づくり

1 小地域福祉活動の支援 1 地域福祉活動の推進に向けた支援

2 市ボランティア・市民活動
センターによる取組み

3 地域こども支援
ネットワーク事業の推進

4 社会福祉施設の公益的な取組みの
推進・支援

5 総合相談支援体制の
強化に向けた取組み

7 市社協・区社協による
一体的な災害に備えた取組み

6 権利擁護支援の推進

2 参画・協働による地域づくり・場づくり

3 生活課題・福祉課題への対応

4 防災・災害への備え

広
域
で
の
取
組
み
の
推
進

区
社
協
活
動
の
支
援

当事者が役割を持ち、
活躍できる機会づくり

生活上の課題を抱える当事者の
居場所等への参加の支援

地域福祉活動の
担い手の拡大

地域福祉活動への
住民の参加促進

課題を抱える当事者
（当事者の社会参加）

幅広い世代のすべての住民
（誰もが社会参加）

担い手
としての参画

（持ち場・役割がある）

場への参加
（居場所がある） 和

６
年
度
か
ら
第
３
期
を
迎
え
て
お

り
、
相
互
に
理
念
・
方
向
性
を
共
有

し
、
連
携
し

て
地
域
福

祉
を
す
す

め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い

ま
す
。

▲策定会議（令和6年1月）

第
３
期 

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
計
画 

①

市社協

▼推進計画
はこちらか
らご覧いた
だけます

社
会
情
勢
の
変
化
を

ふ
ま
え
て
策
定

「
地
域
福
祉
活
動

推
進
計
画
」と
は

改
め
て「
参
加
支
援
」

を
考
え
る

地域づくり 相談支援参加支援

区
ご
と
・
項
目
ご
と
に

目
標
を
設
定

つながりをつくる 暮らしを支える

（市社協発行物・
　令和5年度）

5 大阪の社会福祉　第828号（毎月1回発行） 42024年（令和6年）5月「大阪の社会福祉」は共同募金助成金を活用して発行しています。



先
住
民
た
ち
の
知
恵
も
取
り
入

れ
た
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
と
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
の

鍵
と
な
る
考
え
方
に
「
ブ
エ
ン
・

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ー
ル
」
が
注
目
さ
れ

た
。
こ
れ
は
「
地
域
の
人
々
が
力

を
合
わ
せ
、
自
然
と
調
和
を
と

り
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

発
展
を
目
指
す
と
き
に
こ
そ
、

真
の
幸
せ
が
実
現
で
き
る
」
と

い
う
南
米
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民

の
考
え
方
で
あ
り
、
人
と
人
、
そ

し
て
人
と
自
然
の
つ
な
が
り
の

中
で
お
互
い
を
助
け
合
う
こ

と
、
支
え
合
う
こ
と
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
た
哲
学
で
あ
る
。

こ
の
「
ブ
エ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ー

ル
」
の
考
え
方
を
よ
り
一
層
広
め

て
い
く
こ
と
で
、
誰
も
が
大
切
に

さ
れ
、
尊
敬
し
合
い
、
理
解
し
合

い
、
人
権
が
守
ら
れ
る
、
自
然
と

共
生
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
べ

き
だ
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る（
I
F
S
W
’2
0
2
4
）。

　
2
0
2
4
年
3
月
19
日
は
、

世
界
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
・
デ
ー

で
あ
っ
た
。
世
界
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
・
デ
ー
の
歴
史
や
目
的
、

2
0
2
3
年
の
テ
ー
マ
は
、
大
阪

の
社
会
福
祉
第
8
1
5
号

（
2
0
2
3
年
4
月
）
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
そ
ち
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。
2
0
2
4

年
の
テ
ー
マ
は
、„B

u
e
n 

V
ivir

： Shared Future for 
Transform

ative 
C
hange

（
ブ
エ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ー
ル
：
人

び
と
と
共
に
つ
く
る
、
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
す
未
来
）“
で
あ

る
（
I
F
S
W
’
2
0
2
4
）。
今

年
の
テ
ー
マ
が
決
定
さ
れ
た
背

景
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
世
界

に
は
、
戦
争
、
環
境
破
壊
、
貧

困
、
政
治
的
な
不
平
等
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
問
題
の
解
決
に
向
け
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

変
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
ま

で
の
や
り
方
を
見
直
し
、
地
域

に
住
む
人
々
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
い
け
る
よ
う
支
援

を
行
い
、
ま
た
昔
か
ら
伝
わ
る

引 用：International 
federation on social 
work： IFSW.（2024）. 
WORLD SOCIAL 
WORK DAY 2024.
https：//www.ifsw.
org/social-work-acti
on/world-social-wor
k-day/world-social-
work-day-2024/

　
3
月
31
日
午
後
2
時
〜
4
時
30

分
に
、
長
居
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
民
・
関
係

団
体
、
障
が
い
当
事
者
も
含
め
て
、

約
2
0
0
人
も
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、「
合
同
会
社

さ
っ
と
さ
ん
が
L
a
b
」
と
「
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員

会
」
が
主
催
と
な
り
、
住
吉
区
社
協

も
協
力
し
て
開
催
さ
れ
、
地
域
の
活

性
化
と
助
け
合
い
の
心
や
関
係
を
育

む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
棒
サ
ッ

カ
ー
、
か
っ
ぱ
ラ
グ
ビ
ー
、
ス
ピ
ー

ド
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ば

ら
ば
ら
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
く
つ
下

の
左
右
を
見
つ
け
て
カ
ゴ
に
入
れ
る

「
く
つ
下
玉
入
れ
」
を
少
し
ア
レ
ン

ジ
し
て
、
同
じ
番
号
の
く
つ
下
を

持
っ
て
い
る
車
い
す
の
方
を
探
し

て
、
そ
の
方
と
一
緒
に
く
つ
下
を
カ

ゴ
に
入
れ
る
ル
ー
ル
に
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ゲ
ー
ム
や
、
参
加
者
が
記
入
し

た
「
災
害
時
に
、
近
く
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
に
ど
ん
な
お
手
伝

い
が
で
き
そ
う
で
す
か
」「
災
害
が

起
こ
っ
た
時
に
近
く
の
人
に
助
け
て

ほ
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
」
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
災
害
時
の
助
け

合
い
に
つ
い
て
考
え
る
防
災
ミ
ニ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
誰
で
も
参
加
で
き
、
楽
し
み
な

が
ら
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
考
え
直
し
、
ま
た
、
防
災
に

つ
い
て
も
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
主
催
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
願
生

寺
（
住
吉
区
）
住
職
の
大
河
内
大
博

さ
ん
は
、「
き
っ
か
け
は
医
療
的
ケ

ア
児
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
た
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
要
配
慮
者
を
テ
ー
マ
に
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
何
回
か
実
施
し

て
、
地
域
か
ら
は
『
障
が
い
の
あ
る

当
事
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
協
力
が
必

要
か
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
』、
当
事

者
か
ら
は
『
地
域
と
つ
な
が
る
機
会

が
少
な
い
か
ら
つ
な
が
り
た
い
』
な

ど
の
声
を
聞
き
、
互
い
に
お
節
介
の

関
係
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
今
回
企
画

し
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参

加
者
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
願
生

寺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
以
前
か
ら
参
加

し
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
園
崎
代
表
の
園

崎
秀
治
さ
ん
と
大
阪
大
学
大
学
院

教
授
の
小
西
か
お
る
さ
ん
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
園
崎
さ
ん

は
、「
出
て
い
る
意
見
を
見
る
と
、

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は

り
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
で
す
。
何

か
で
き
る
こ
と
、
助
け
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
日
頃
か
ら
声
を
か
け

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。
小
西
さ
ん
は
「
失
語
症
等
で

見
た
目
だ
け
で
は
何
に
困
っ
て
い
る

か
聞
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
憶
測
だ
け
で
判
断
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
日
は
自
然

と
声
か
け
し
て
い
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
普
段
か
ら
で
き
て
い
る

と
災
害
時
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
交
流
で

き
な
い
よ
う
な
方
々
と
交
流
で
き
、

ま
た
、
体
験
が
で
き
な
い
よ
う
な
こ

と
に
参
加
で
き
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
」「
大
会
に
参
加
し
て

い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
っ
た
。
最
後

の
く
つ
下
玉
入
れ
は
助
け
合
い
が
う

ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」「
ボ
ッ

チ
ャ
で
、
私
が
車
い
す
を
使
用
し
て

い
た
ら
、『
レ
ー
ル
を
使
っ
て
ボ
ッ

チ
ャ
も
で
き
る
よ
』
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
も
こ
の

よ
う
な
光
景
が
も
っ
と
見
ら
れ
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て
大
河
内
さ
ん

は
、「
想
定
以
上
に
た
く
さ
ん
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
、
ま
た
、こ
ど
も

も
多
く
参
加
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。„
さ
っ
と
さ
ん
が
“
に
は
良

縁
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
今
回
縁
が

縁
を
つ
な
い
で
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
ま
だ
出
会
え
て
い
な
い
方

と
も
っ
と
つ
な
が
り
を
も
て
る
よ
う

に
、
引
き
続
き
第
2
回
3
回
と
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

お
お

じ

が
ん
し
ょ
う

こ
う
ち
だ
い
は
く

　市
社
協
で
は
、
ご
寄
附
を
社
会
福
祉
施
設
や
団
体
に
よ
る
事
業
へ
払
い
出
し
を
お
こ
な
っ
た
り
、
助

成
金
と
し
て
活
用
す
る
「
善
意
銀
行
」
と
、
本
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
す
る
「
一
般
寄
附
」
を
お

受
け
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
を
大
切
に

市社協　「
善
意
銀
行
」で
は
、難
波
別
院（
南

御
堂
）
か
ら
、4
月
6
日
開
催
の
「
南

御
堂
花
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

1
0
0
人
招
待
し
て
い
た
だ
き
、
大

阪
海
苔
協
同
組
合
か
ら
は
、
3
月
1

日
に
車
い
す
10
台
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
寄
附
さ
れ
た
「
南
御
堂
花
ま
つ
り

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、市
内
の
障
害
児
・

者
施
設
連
絡
協
議
会
や
地
域
こ
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
参

加
者
を
募
り
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
車
い
す
は
、
大
阪
市
生
活
保
護
施

設
連
盟
を
通
じ
て
、
市
内
の
社
会
福

祉
施
設
に
お
い
て
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　「
一
般
寄
附
」
で
は
、
3
月
4
日

に
竹
中
工
務
店
大
阪
本
店
安
全
衛

生
協
力
会
か
ら
、
災
害
時
の
支
援
等

に
活
用
す
る
た
め
、
使
い
捨
て
防
塵

マ
ス
ク
3
0
0
枚
、
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ

ン 

踏
み
抜
き
1
0
0
枚
、
匠
の
手 

カ
ッ
ト
レ
ジ
ス
ト
手
袋
1
0
0
枚

と
、
4
5
，
8
0
0
円
の
寄
附
を
賜

り
ま
し
た
。

―

善
意
銀
行
・一
般
寄
附―

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科 
教
授
　鵜
川 

重
和

世
界
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク・デ
ー

2
0
2
4

住吉区

第
１
回

長
居
公
園
通
り
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
〜
災
害
時
に
活
か
す
つ
な
が
り
づ
く
り
〜
住吉区

▲主催メンバーの大河内さん

当日の様子

▲防災ワークショップで出た意見をもとに園崎
さん（左）と小西さん（右）からコメント

▲住吉区社協からも、転がして楽しめるストラック
アウトのブースを出しました

▲当日は約２００人の参加があり、賑わいました

▲大阪海苔協同組合（写真3人）から車いす10台をいただきました

▲難波別院（南御堂）から「南御堂花まつりコンサート」にご招待
いただきました

ま
ち
に
暮
ら
す

み
ん
な
が
つ
な
が
る

場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ご
当
地
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
考
案
し
、関
係

を
紡
ぐ
ツ
ー
ル
に

普
段
か
ら
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
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先
住
民
た
ち
の
知
恵
も
取
り
入

れ
た
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
と
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
の

鍵
と
な
る
考
え
方
に
「
ブ
エ
ン
・

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ー
ル
」
が
注
目
さ
れ

た
。
こ
れ
は
「
地
域
の
人
々
が
力

を
合
わ
せ
、
自
然
と
調
和
を
と

り
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

発
展
を
目
指
す
と
き
に
こ
そ
、

真
の
幸
せ
が
実
現
で
き
る
」
と

い
う
南
米
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民

の
考
え
方
で
あ
り
、
人
と
人
、
そ

し
て
人
と
自
然
の
つ
な
が
り
の

中
で
お
互
い
を
助
け
合
う
こ

と
、
支
え
合
う
こ
と
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
た
哲
学
で
あ
る
。

こ
の
「
ブ
エ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ー

ル
」
の
考
え
方
を
よ
り
一
層
広
め

て
い
く
こ
と
で
、
誰
も
が
大
切
に

さ
れ
、
尊
敬
し
合
い
、
理
解
し
合

い
、
人
権
が
守
ら
れ
る
、
自
然
と

共
生
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
べ

き
だ
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る（
I
F
S
W
’2
0
2
4
）。

　
2
0
2
4
年
3
月
19
日
は
、

世
界
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
・
デ
ー

で
あ
っ
た
。
世
界
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
・
デ
ー
の
歴
史
や
目
的
、

2
0
2
3
年
の
テ
ー
マ
は
、
大
阪

の
社
会
福
祉
第
8
1
5
号

（
2
0
2
3
年
4
月
）
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
そ
ち
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。
2
0
2
4

年
の
テ
ー
マ
は
、„B

u
e
n 

V
ivir

： Shared Future for 
Transform

ative 
C
hange

（
ブ
エ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ー
ル
：
人

び
と
と
共
に
つ
く
る
、
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
す
未
来
）“
で
あ

る
（
I
F
S
W
’
2
0
2
4
）。
今

年
の
テ
ー
マ
が
決
定
さ
れ
た
背

景
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
世
界

に
は
、
戦
争
、
環
境
破
壊
、
貧

困
、
政
治
的
な
不
平
等
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
問
題
の
解
決
に
向
け
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

変
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
ま

で
の
や
り
方
を
見
直
し
、
地
域

に
住
む
人
々
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
い
け
る
よ
う
支
援

を
行
い
、
ま
た
昔
か
ら
伝
わ
る

引 用：International 
federation on social 
work： IFSW.（2024）. 
WORLD SOCIAL 
WORK DAY 2024.
https：//www.ifsw.
org/social-work-acti
on/world-social-wor
k-day/world-social-
work-day-2024/

　
3
月
31
日
午
後
2
時
〜
4
時
30

分
に
、
長
居
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
民
・
関
係

団
体
、
障
が
い
当
事
者
も
含
め
て
、

約
2
0
0
人
も
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
取
組
み
は
、「
合
同
会
社

さ
っ
と
さ
ん
が
L
a
b
」
と
「
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員

会
」
が
主
催
と
な
り
、
住
吉
区
社
協

も
協
力
し
て
開
催
さ
れ
、
地
域
の
活

性
化
と
助
け
合
い
の
心
や
関
係
を
育

む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
棒
サ
ッ

カ
ー
、
か
っ
ぱ
ラ
グ
ビ
ー
、
ス
ピ
ー

ド
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ば

ら
ば
ら
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
く
つ
下

の
左
右
を
見
つ
け
て
カ
ゴ
に
入
れ
る

「
く
つ
下
玉
入
れ
」
を
少
し
ア
レ
ン

ジ
し
て
、
同
じ
番
号
の
く
つ
下
を

持
っ
て
い
る
車
い
す
の
方
を
探
し

て
、
そ
の
方
と
一
緒
に
く
つ
下
を
カ

ゴ
に
入
れ
る
ル
ー
ル
に
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ゲ
ー
ム
や
、
参
加
者
が
記
入
し

た
「
災
害
時
に
、
近
く
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
に
ど
ん
な
お
手
伝

い
が
で
き
そ
う
で
す
か
」「
災
害
が

起
こ
っ
た
時
に
近
く
の
人
に
助
け
て

ほ
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
」
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
災
害
時
の
助
け

合
い
に
つ
い
て
考
え
る
防
災
ミ
ニ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
誰
で
も
参
加
で
き
、
楽
し
み
な

が
ら
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
考
え
直
し
、
ま
た
、
防
災
に

つ
い
て
も
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
主
催
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
願
生

寺
（
住
吉
区
）
住
職
の
大
河
内
大
博

さ
ん
は
、「
き
っ
か
け
は
医
療
的
ケ

ア
児
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
た
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
要
配
慮
者
を
テ
ー
マ
に
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
何
回
か
実
施
し

て
、
地
域
か
ら
は
『
障
が
い
の
あ
る

当
事
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
協
力
が
必

要
か
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
』、
当
事

者
か
ら
は
『
地
域
と
つ
な
が
る
機
会

が
少
な
い
か
ら
つ
な
が
り
た
い
』
な

ど
の
声
を
聞
き
、
互
い
に
お
節
介
の

関
係
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
今
回
企
画

し
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参

加
者
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
願
生

寺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
以
前
か
ら
参
加

し
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
園
崎
代
表
の
園

崎
秀
治
さ
ん
と
大
阪
大
学
大
学
院

教
授
の
小
西
か
お
る
さ
ん
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
園
崎
さ
ん

は
、「
出
て
い
る
意
見
を
見
る
と
、

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は

り
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
で
す
。
何

か
で
き
る
こ
と
、
助
け
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
日
頃
か
ら
声
を
か
け

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。
小
西
さ
ん
は
「
失
語
症
等
で

見
た
目
だ
け
で
は
何
に
困
っ
て
い
る

か
聞
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
憶
測
だ
け
で
判
断
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
日
は
自
然

と
声
か
け
し
て
い
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
普
段
か
ら
で
き
て
い
る

と
災
害
時
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
交
流
で

き
な
い
よ
う
な
方
々
と
交
流
で
き
、

ま
た
、
体
験
が
で
き
な
い
よ
う
な
こ

と
に
参
加
で
き
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
」「
大
会
に
参
加
し
て

い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
っ
た
。
最
後

の
く
つ
下
玉
入
れ
は
助
け
合
い
が
う

ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」「
ボ
ッ

チ
ャ
で
、
私
が
車
い
す
を
使
用
し
て

い
た
ら
、『
レ
ー
ル
を
使
っ
て
ボ
ッ

チ
ャ
も
で
き
る
よ
』
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
も
こ
の

よ
う
な
光
景
が
も
っ
と
見
ら
れ
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て
大
河
内
さ
ん

は
、「
想
定
以
上
に
た
く
さ
ん
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
、
ま
た
、こ
ど
も

も
多
く
参
加
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。„
さ
っ
と
さ
ん
が
“
に
は
良

縁
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
今
回
縁
が

縁
を
つ
な
い
で
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
ま
だ
出
会
え
て
い
な
い
方

と
も
っ
と
つ
な
が
り
を
も
て
る
よ
う

に
、
引
き
続
き
第
2
回
3
回
と
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

お
お

じ

が
ん
し
ょ
う

こ
う
ち
だ
い
は
く

　市
社
協
で
は
、
ご
寄
附
を
社
会
福
祉
施
設
や
団
体
に
よ
る
事
業
へ
払
い
出
し
を
お
こ
な
っ
た
り
、
助

成
金
と
し
て
活
用
す
る
「
善
意
銀
行
」
と
、
本
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
す
る
「
一
般
寄
附
」
を
お

受
け
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
を
大
切
に

市社協　「
善
意
銀
行
」で
は
、難
波
別
院（
南

御
堂
）
か
ら
、4
月
6
日
開
催
の
「
南

御
堂
花
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

1
0
0
人
招
待
し
て
い
た
だ
き
、
大

阪
海
苔
協
同
組
合
か
ら
は
、
3
月
1

日
に
車
い
す
10
台
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
寄
附
さ
れ
た
「
南
御
堂
花
ま
つ
り

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、市
内
の
障
害
児
・

者
施
設
連
絡
協
議
会
や
地
域
こ
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
参

加
者
を
募
り
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
車
い
す
は
、
大
阪
市
生
活
保
護
施

設
連
盟
を
通
じ
て
、
市
内
の
社
会
福

祉
施
設
に
お
い
て
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　「
一
般
寄
附
」
で
は
、
3
月
4
日

に
竹
中
工
務
店
大
阪
本
店
安
全
衛

生
協
力
会
か
ら
、
災
害
時
の
支
援
等

に
活
用
す
る
た
め
、
使
い
捨
て
防
塵

マ
ス
ク
3
0
0
枚
、
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ

ン 

踏
み
抜
き
1
0
0
枚
、
匠
の
手 

カ
ッ
ト
レ
ジ
ス
ト
手
袋
1
0
0
枚

と
、
4
5
，
8
0
0
円
の
寄
附
を
賜

り
ま
し
た
。

―

善
意
銀
行
・一
般
寄
附―

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科 

教
授
　鵜
川 

重
和

世
界
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク・デ
ー

2
0
2
4

住吉区

第
１
回

長
居
公
園
通
り
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
〜
災
害
時
に
活
か
す
つ
な
が
り
づ
く
り
〜
住吉区

▲主催メンバーの大河内さん

当日の様子

▲防災ワークショップで出た意見をもとに園崎
さん（左）と小西さん（右）からコメント

▲住吉区社協からも、転がして楽しめるストラック
アウトのブースを出しました

▲当日は約２００人の参加があり、賑わいました

▲大阪海苔協同組合（写真3人）から車いす10台をいただきました

▲難波別院（南御堂）から「南御堂花まつりコンサート」にご招待
いただきました

ま
ち
に
暮
ら
す

み
ん
な
が
つ
な
が
る

場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ご
当
地
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

を
考
案
し
、関
係

を
紡
ぐ
ツ
ー
ル
に

普
段
か
ら
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
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The social welfare in OSAKA

5月は孤独・孤立対策強化月間です

高
い
志
を
持
つ
と
い
う

の
は
難
し
い
も
の
だ
。

持
つ
こ
と
だ
け
な
ら
で

き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
実
現

し
、
継
続
す
る
の
は
難
し
い
。
現

実
的
な
お
金
の
問
題
や
社
会
の
流

れ
も
あ
る
▼
40
年
ほ
ど
前
、
上
本

町
に
「
木
馬
館
」
と
い
う
子
ど
も

の
本
の
専
門
店
が
あ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
が
本
好
き
に
な
る
よ
う
に

と
、
質
の
高
い
子
ど
も
の
本
を
選

ん
で
店
頭
に
並
べ
た
、
珍
し
い
本

屋
さ
ん
だ
っ
た
▼
子
ど
も
の
た
め

と
い
う
よ
り
、
大
学
の
卒
論
に
児

童
文
学
を
選
ん
だ
自
分
自
身
の
た

め
に
よ
く
立
ち
寄
っ
て
い
た
が
、
あ

る
時
突
然
に
店
が
な
く
な
っ
た
。

町
の
本
屋
さ
ん
が
次
々
と
店
じ
ま

い
し
て
い
く
と
い
う
、
現
実
の
さ

き
が
け
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
▼

そ
れ
が
40
年
も
た
っ
て
、
「
高
い

志
」
の
一
つ
の
象
徴
と
し
て
こ
の
木

馬
館
の
話
を
し
た
こ
と
が
、
元
経

営
者
の
夫
人
の
耳
に
入
り
、
訪
ね

て
こ
ら
れ
た
。
当
時
幼
稚
園
児

だ
っ
た
私
の
子
ど
も
た
ち
も
社
会

人
に
な
り
、
本
好
き
の
孫
を
育
て

て
い
る
な
ど
、
あ
の
本
、
こ
の
本
の

懐
か
し
い
昔
話
の
後
で
夫
人
の
一

言
。
「
主
人
が
喜
び
ま
す
」
▼
40
年

前
の
挫
折
を
今
も
悔
し
い
思
い
で

お
ら
れ
る
の
だ
と
か
。
そ
の
志
を

評
価
し
て
く
れ
る
人
が
い
た
こ
と

が
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
▼
と

こ
ろ
で
、
私
自
身
は
高
い
志
を

も
っ
て
人
生
を
歩
ん
で
き
た
だ
ろ

う
か
と
、
ふ
と
後
悔
が
頭
の
隅
を

よ
ぎ
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
石
）

　民生委員・児童委員は、困った時の身近な相談相手として、
地域の方々の生活に寄り添い、笑顔、安全安心のために、それ
ぞれの地域において関係機関とも連携し、見守り活動など、さ
まざまな取組みをおこなっています。
　全国民生委員児童委員連合会は、5月12日から18日を「民
生委員・児童委員の日活動強化週間」とし、全国23万人の民
生委員・児童委員が一斉にさまざまなPR活動等を展開するこ
とにより、地域住民や関係団体などに、その活動や存在につい
て、一層の理解促進を図り、委員活動の充実につなげていくこ
とをめざしています。
　市内各区民生委員児童
委員協議会においても、の
ぼり旗や懸垂幕の掲出、
PRグッズの配布、ポスター
掲示等の啓発活動をおこ
なっています。 ▲民生委員・児童委員PRポスター

　孤独・孤立の問題が広がり、社会全体での解決に向けた取組みが求められているなか、国の「孤独・
孤立対策官民プラットフォーム」を中心に、孤独・孤立についての理解・意識や機運を社会全体で
高めていくため、毎年5月を強化月間として集中的に取組みを呼びかけることとなりました。
　市・区社協では、身近な地域における見守り活動や居場所づくり、各種相談支援事業を通して、
孤独・孤立の予防や解消に向けた取組みをすすめています。
　市・区社協としてもこの取組みに賛同し、強化月間を契機として、孤独・孤立対策の取組みを一層
推進していきます。

https：//www.notalone-cas.go.jp/category/monthly/
全国キャンペーンに関する情報はこちらから
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大
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法　　人 大阪市社会福祉協議会

住吉区
第1回　長居公園通りごちゃまぜスポーツ大会
～災害時に活かすつながりづくり～

https://www.osaka-sishakyo.jp

大阪の
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5/12
日

信頼される職員をめざして、一生懸命がんばりますので、よろしくお願いします！

全国キャンペーン
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